色蕉 直筆の 色紙 「真蹟 懐紙」。 「伊勢 
の 国 長 島、 大智院 に 信 宿す」 の詞 書と 
挨拶 句 「うき 我を さ ひしから せよ 秋の 
寺」 がした ためられた。 後年、 芭蕉は 
「秋の 寺」 を 「閑古鳥」 と 推敲して 『嵯 
峨 日記』 に 収める 折、 「ある 寺に 独居 
て 云し 句な り」 と 書き添える。 「ある 
寺」 は 大智院 のこと。 平成 十五 年 三月 
一日、 桑 名 市の 文化財に 指定され た 
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奥の 細道の 旅を 
大 垣で 結んだ 松 尾 芭蕉は、 
休息 もっかの 間、 

新たな 旅に 出立す る。 
伊勢神宮 遷宮 式 奉拝の ため、 
伊勢へ 向かう 途次、 

長 鳥の 大智院 に 逗留。 

# 良の 旅日記に 沿って、 
芭蕉の 足跡を 追う。 


伊勢の 遷宮 拝まん と、 

また 舟に 乗りて 【奥の 細道】 

元禄 二 (一六 八 九) 年 三月 二十 七 
日、 松 尾 芭蕉は 江戸 深 川を 発った。 

行く春 や 鳥啼き 魚の目は 泪 
奥の 細道の 旅で 最初に 詠まれた 句 
である。 八月 二十 一日 頃、 大 垣に 到 
達 ◦九月 六日には、 

蛤の ふたみに わかれ 行く 秋ぞ 
といぅ 対の 句を 詠み、 「行く春」 か 
ら 「行く 秋」 にかけ て 約 百 五十 日に 
おょぶ 大 旅行を 終えた。 

この 旅に 同行した のが 河 合 曾 良 
である。 曽 良は 加 賀国 山中で 芭蕉 
と 別れる までの 行程、 その後の 単 
独行 動、 さらに 大 垣で 芭蕉と 再会 
して 伊勢神宮を 参拝し、 十一月 十 
三日に 江戸、# 川へ 帰 庵す るまでの 
全 行程を 記録した。 『曽良 旅日記』 
『曽良 随行 日記』 と 呼ばれ、 紀行文 
『奥の 細道』 の 実際を 知る 貴重な 資 
料と なつて いる。 

日記では 七月 十七 日 以降、 「泰、 
病気 故」 の 記述が 目に付く。 八月 五 
日、 曽 良は 旅から 離脱して しまう。 
「曾 良は 腹を 病みて、 伊勢の 国 長 島 
とい ふ 所に ゆかり あれば、 先立ち 


て 行く に」 と、 『奥の 細道』 で 芭蕉は 
綴って いる。 「伊勢. の 国 長 島と いふ 
所に ゆかり」 とは、 大智院 を 指す。 
当時の 住職 •良 成は、 曾 良の 叔父 
とされて いる。 「十代から 三十 代 ま 
での 青年期を 長 島の 大智院 で 過ご 
したそぅ です。 『曽 良』 といぅ 俳号 
1 木曾川の 曽 と、 長 良 川の 良を 組 
み 合わせた とする 説が あります」 
と 現 住職の 小出榮 照さん は 話す。 
曽 良は 八月 十五 日に 到着し、 大 知日 
院で 養生に 努める。 

九月 uf 白、 大 垣で 芭蕉と 曾 良は 
再会を 果たす。 その S 日 後、 伊勢に 
向けて 芭蕉、 曾 良 一行は 揖斐 川を 
舟で 下って いく。 

伊勢の 国 長 島、 

大智院 に 信 宿す 【詞 書】 

九月 六日の 午後 三時 半、：！ 日 良は 
当時 杉 江に あった 長 禅寺で 先に 舟 
を 下りて 陸路、 大智院 に 向かった。 
芭蕉の 到着を 事前に 知らせる ため 
と 思われる ひ 「舟は 弱 半時 程 遅し」 
と 日記に あり、 一時間 ほど 遅れて 
芭蕉が 着く。： 

七日 七 左 •八 良 左 •正 焉等入 
来。 帰て 七 左 残り、 俳 有。 新 内 も 入 


© ❿❿❿ 大智院 に 残る 直筆の 色紙 


芭蕉 生誕の 地で ある 伊賀 市に ある 銅像。 ほかに も 
県内には ゆかりの 地が 多数 存在して いる 


長 島 藩 六 代 藩主 •増 山 正 賢 自筆に よる 
「蕉翁 信 宿処」 の 碑。 寛 政 元 (一七 八 九) 
年、 芭蕉 来訪 百年を 記念して 建てられた 


元 「輪 中の 郷」 館長 諸戸靖 さん 


一 桑 名 市内の 松 尾 芭蕉 句 碑- 


貞享元 （一六 八 四） 年の 晩秋、 芭蕉は 『野 ざら し 紀行』 
の 旅で、 木 因を 伴って 桑 名の 地を 訪れた。 立ち寄て 
地で 詠ん だ 句 が、 石碑と して 残されて いる。 


守 故、 久兵衛 殿へ 訪れ、 夕飯 粥を 所 
望 致、 暮 がた 大智院 帰られ 候 あい 
だ、 一宿いた し 候。 (後略) 

と あり、 大智院 に 投宿した ことを 
伝えて いる。 

.「芭蕉の 足跡は 確かに わずかで 
すが、 長 島に 与えた 影響は 大きい 
と 思います。 長 島 藩主の 増 山 正 賢 
(雪 斉) は 芭蕉 来訪 百年を 記念し 
て雅 会を 開き、 石碑を 大智院 門前 
に 建立し ました ◦藩主 自 6 筆を 執つ 
ている のです から、 すごい ことです」 

旅に 生きた 芭蕉は 元禄 七 年 十月 
十二 日 申の 刻 (午後 四時)、 門弟た 
ちに 看取られながら その 生涯を 
閉じた。 享年 五‘ 十一 歳。 病床に あ 
つて 詠んだ 次の 句が、 辞世の 句に 
な' つ*。 '' ■•'. , 

旅に 病んで 夢は 枯 野を かけ 廻る 
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鎌 I 

派？ 
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1 _||  口 
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口)、 これに 長 島〜 桑 名 間を 加える 
と 約 五十 キロの 距離を 一日で 移動 
した ことになる ◦「大 智院で 一泊 延 
びた ために、 かなり 急いだ のでは 
ないで しょぅ か」 と 諸 戸さん。： 
しかし、 翌日は 一里 半 ほど 先の 
久 居に 泊まって いる。 伊勢の 神は 
僧侶な どの 剃髪 者を 忌む とのこと 
で、 神前に 詣 でられない ◦どぅも 芭 
蕉や曽 良ら の 僧形が 理由だった ょ 
うだ ◦芭蕉は 『野 ざら し 紀行』 で 外 
宮を 参拝した 折の ことを 

髪な 

神 


我 僧に あらず といへ ども、 

ふと  やから 

きものは 浮 屠の 属 にたぐ へて、 


前に 入 事を ゆるさず。 暮れて 外宮 
に詣 侍りけ るに、 一の 華表の 陰 ほ 
のく らく 

と 記して おり、 神前には 深夜に し 
か 近づけな いと 知ってい たため、 
前日の 強行軍の 疲れを 癒そぅと 
したの かもしれ ない。 曽 良の 日記 
には、 十三 日に 内宮を、 十四日に 
外宮を それぞれ 参拝した と 書か 
れ ている。 

大智院 帰られ 候 あいだ、 
一宿いた し 候 【曽良 宛の 書簡】 


大智院 は、 長 島 藩主の 松 平定 政 
が 祈願 所と して 開いた のが 始まり 
とされる。 本尊は 不動明王。 明治 五 
年の 学制 公布の 際、 ここに 長 島 学 
校 (現 桑 名 市立 長 島中 部 小学校) が 
開校され た。 

芭蕉の 長 島 滞在は 大智院 
逗留の 三日間 だけで、 ほか 
に 記録がない。 諸 戸さん に 
ょれば、 その後 も 芭蕉は 大 

智院を たびたび 訪れて いた 

ようで、 a 兀禄七 (一六 九 四) 

年 五月 二十，. 一’ 日付の 曽良宛 
書簡に 

(前略) 一、 長島大 智院留 


われた 七吟 歌仙を いぅ。 歌仙は 三 
十六 句を 連ねる 連句の ことで、 七 
人で 成す 連句を 七吟 といい、 その 
連 衆は 芭蕉 •路通 •蘭 夕 •白 之. 
残 夜 •曾 良 •木 因の 七 人であった。 
「病気 発して 平臥す」 と あるが、 曾 
良 も 出 句して いる。 

翌日の 九日は 快晴で、 一行は 舟 
に 乗り込み、 桑 名に 向かぅ。 朝 八 時 
ごろ、 桑 名に 上陸して、 東海道を 西 
へ。 日永 追分から 伊勢 参宮 道へ 入 
り、 曽 良の 日記では 「暗く 津に 着」 
と 記されて いる。 桑 名から 津 まで 
は 十一 里 二十 六 丁， (約 四十 六キ 


来。 今宵、 翁、 八 良 左へ 被 行。 今 昼、 
川 澄 氏へ 逢、 請 事 有。 寺へ 帰て 金 三 
歩 被 越。 木 因 来る。 

翌 七日の 日記で ある。 「翁」 とは 
苗 蕉 のこと で、 七 左、 八 良 左、 新 内 
らは長 島 藩 重役な ど、 教養と して 
俳諧を 楽しむ 人たち らしい。 「俳 
有」 と あり、 俳諧が 興行され たょ/っ 
だが、 作られた 句は 不明 だ。 

八日 雨 降る 故、 発足 延引。 俳 有 
ども 病気 発して 平臥す。 

この 日に 出発す る 予定だった 
が、 雨の ために 延ばした とい、 っ。 大 
智院に 逗留した 際、 芭蕉は 色紙に 
挨拶 句を 揮 «5 し ている。 

ぅき 我を さ ひしから せょ 秋の 寺 
「この 句の 詞書 にある 『信 宿』 と 
は g 泊す る ことで、 本来は 八 日に 
出発す るつ もりで あった ことが、 
ここから も わかります」 と 元 「輪 中 
の郷」 館長の 諸戸靖 さんは 話す" 
八日の 「俳 有」 とは、 大智院 で 行 
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